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The results reported in the previous papers dealing with the correlation between the tuber

culin reaction and Fernandez's reaction caused by Dharmendra's antigen among the general 

population of four towns and one village have shown that the difference between the positive 

rates of both reactions was influenced mainly by age and it was suggested that the BCG

-vaccination gave much more influence upon the positive rate of reaction to Dharmendra's 

antigen than the tuberculous infection.

In this paper the analytical studies of the re-investigation results in T-Town were presented 

on these two reactions according to the history of BCG-vaccination among 4,779 inhabitants 

who were primarily investigated in 1960. The results obtained were as follows;

1) The average positive rate to Dharmendra's antigen was 49.0% in the BCG-vaccinated 

and 34.4% in the unvaccinated cases, while that of tuberculin reaction was 57 .7% in the 
former and 78.2% in the latter, respectively . The difference between the positive rates of these 
two reactions was bigger in the former than in the latter .

2) The correlation between the size of reaction to Dharmendra's antigen and that of 

tuberculin reaction was higher in the BCG-vaccinated cases than in the unvaccinated . The 
positive rate to Dharmendra's antigen among the tuberculin positive cases was obviously higher 

in the former (74.1%) than in the latter (41.0%). Namely , the positive reaction caused by 
Dharmendra's antigen tend to appear more often in the BCG-vaccinated cases than in the un

vaccinated.

3) The frequency distribution curves of the positive rates of both reactions by age group 

in T-Town inhabitants ware analysed according to the history of BCG-vaccination . It was 
revealed that the distribution curves in the unvaccinated cases was quite similar to those of 

S-Village inhabitants in the first report. Accordingly, the difference observed in the frequency 

distribution curves of four towns in the second report was assumed to be caused by the influence 

of BCG-vaccination carried out on the certain age group with different extent .

*From National Lnstitute for Leprosy Research , Higashimurayama, Tokyo, Japan.
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緒 言

BCG接 種既往歴を有 しないS村 住民 の年令階級別に

みたD反 応(Dharmendra抗 原による早期反応をD反 応

と略す)の 陽性率曲線は,第1報 のごとく単峰型を示 し

たが,BCG接 種 後1年 目の成績においてもそ の陽性率

曲線はやは り単峰型を描き,か つ各年令層全般にわた り

BCG接 種 前の陽性率に比べて高率を示 していた1)。これ

に対 し第2報 で報告した離島4町 の成績2)に よると,年

令階級別D反 応陽性率はいずれも15～19才 と40才 前

後に山をもつ双峰型の曲線を示していた。これ ら町村間

にみられる年令階級別D反 応陽性率の差 と,年 令階級別

ツ反応陽性率との間には一定の関係がみ られ る こ とか

ら,若 年令層にこみ られるD反 応陽性率の山(第1峰)は

BCG接 種 に影響されたものであ り,壮 年令層 にみ られ

る山(第2峰)は 結核 自然感染によるものと推 察 され

た。そこでT町 住民についてツ反応とD反 応との関係を

再調査するにあたつては,D抗 原の原液以外に2倍 ある

いは4倍 の希釈D抗 原をも併用して,以 上の点を再確認

し,と くにごBCG接 種 のD反 応に及ぼす影響について検

討を加えた。

調 査 方 法

使用抗原:Dharmendra抗 原 および そ の希釈抗原は

いずれ も国立多摩研究所で調製されたものであり,ツ ベ

ルクリンは国立予防衛生研究所 で 調 製 され たPPD-s

0.05γ/0.1mlで あ る。

皮内反応術式:昭 和35年 秋検査時と同様に,同 一被

検者の右前腕にはPPD-sを,左 前腕にはD抗 原あるい

はその希釈抗原を,そ れぞれ正確に0.1mlず つ 同時にご

皮内注射し,注 射後48時 間 目に1人 の術者が両反応を

同時に判定した。

判定の基準:PPD-s0.05γ/0.1mlに よるツ反応では

発赤値10mm以 上を陽性とし,D抗 原による反応では

発赤値12mm以 上を陽性とした。

対象:昭 和35年 秋に行なつた第1回 目の検診を受け

たものが約70%を 占めるT町 の一般住民である。初回

検診時に65才 以下のツ反応陰性および疑陽性者には皮

内法によるBCG接 種が行なわれており,そ の後39年

秋 の第2回 検診時までの問にごは,小 ・中学生にご対 しての

み1～2年 ごとにBCGが 接種されているので,39年 秋

第2回 調査時にはBCG接 種 の既往をもつ者が若年令層

の大多数を占めるにいたつていた。また両反応の比較を

昭和35年 および39年 の2回 とも同一対象で行ないえ

たものは,39年 調査時の被検者のうちの約42%を 占め

ていた。

調 査 成 績

1)　 昭和39年 調査時の両反応の比較

同一被検者でツ反応とD反 応とを検査しえた4,779名

の うち反応陽性のものは,表1に 示すように,ツ 反応で

は3,389名(70,9%),D反 応 では1,891名(39.6%)

Fig. 1. Positive Rate to Tuberculin and
 Dharmendra's Antigen by Age 

(Results obtained in 1964)

Table 1. Positive Rate* to Dharmendra's Antigen and Tuberculin by Sex 

and Previous History of BCG Vaccination

*Positive reaction: more than 10mm in tuberculin reaction 

more than 12mm in reaction to Dharmendra's antigen
**Ratio: Positive rate to D-antigen/Positive rate to tuberculin
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で,ツ 反応陽性率のほ うが高かつた。ツ反応陽性率:D

反応陽性率を性別にみると,男 では72.0:41.0%,女

では69.9:38.4%で,両 反応の陽性率の比は男女間にご

大差は認められなかつた。

a)　年令階級別にみた両反応の陽性率:図1に 示す

ように,ツ 反応陽性率は0～4才 の6.5%か ら 急激 に

上昇して15～19才 には84.6%に 達 し,20～34才 で

はほぼ横這いの状態であるが,40～59才 で91～94%の

最高値とな り,60才 以上では徐々に低下し,70才 以上

では83～86%と なつた。すなわち,35年 度調査時に比

し若年令層の陽性率が高くな り,わ が国の都市における

ツ反応陽性率に近い曲線を示していた。

これにご対し,D反 応陽性率は9才 以下ではツ反応陽性

率とほぼ同率であるが,10～14才 では最高値68.1%に

達 し,15才 以上になると徐々に低下して30～34才 では

36.8%を 示 した。しかし35～49才 の間で48.1%に 達

す る小さい山を示し,50才 以上では徐々に 低率となっ

ていた。すなわち,第2報 で 報告 した2)35年 調査時に

おけるT町 の成績に比 し,10～14才 にみ られる 山が高

くな り,40～45才 にみ られる山は 小さくなつて,不 完

全な双峰型の曲線を示 していた。

また両反応の陽性率の差をみると,若 年令層では顕著

でないが,15才 以上になると年令の増加とともに次 第

に大きくな り,50才 以上では若年令層の数倍にも達 す

る開きがみられた。 したがつて両反応の関連性の程度に

は年令層によつて差のあることが窺われた。

さらに性別にみると図2に 示す ごとく,女 のツ反応陽

性率が男のそれ より低率 となる20～29才 において,D

Fig. 2. Positive Rate to Tuberculin and

 Dharmendra's Antigen by Age and Sex

反応の陽性率も女のほ うが男より低下し始めていた。こ

のことは両反応の年令階級別陽性率の動きは密接に関連

していることを示唆 している。

b)　 ツ反応陽性者中におけるD反 応陽性率:両 反応の

反応の大きさの相関表か ら,ツ 反応陽性者3,389名 にお

けるD反 応の陽性者を求めると,1,727名(51.0%)で

あつた。これを年令群別にこみると,図3に 示すごとく,

Fig. 3. Positive Rate to Dharmendra's 

Antigen among Positive Reactors

 to Tuberculin by Age-groups

7～15才 が もつ とも高 くて78.1%を 示 したが,30～49

才 では45.5%に 低下 し,70才 以上では34.5%を 示す

にすぎなかつた。前報で述べた2)35年 調査時 の ツ反応

成績 と39年 調査時のそれ とを比較すると明らかなよう

に,39年 調査時における若年令層 の ツ反応陽性者の大

部分はBCG接 種 の既往を有するものであることからみ

て,29才 以下のD反 応陽性率が,既 往 にごBCG接 種 を

受けたものの少ない30才 以上のもののそれよ りも高い

とい うことは,一 般的に結核自然感染者よりもBCG接

種 者のほうが高いD反 応陽性率を示す ことを推察せしめ

るように思われる。

2) BCG接 種 の有無 と両反応 との関係

昭和35年 秋調査時の個人票をもとにして,既 往 の

BCG接 種歴が明らかなもの(「BCGあ り」群)と,BCG

接種歴がないもの(「BCGな し」群)と に調査対象を2

分 し,各 群についてツ反応 とD反 応との関係 を し らべ

た。

a)　両反応の平均陽性率:「BCGあ り」群1,702名 に

おける両反応の陽性率は,表1に 示 す よ うに,ツ 反応

57.7%,D反 応49.0%で あ るのに対 し,「BCGな し」

群3,077名 では,ツ 反応78.2%,D反 応34.4%で,

両反応の陽性率の差はBCG接 種 の既往歴を有するもの

よりもBCG接 種なしのものに大きかつた。これ らの関

係を性別にこみると,表1に 示すごとく,ツ 反応陽性率:

D反 応陽性率は,男 では 「BCGあ り」群の58.5:47.9

%で あ るのにご対し,「BCGな し」群は78.8:37.5%で

あ り,女 では 「BCGあ り」群の57.1:49.9%で あ るの
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に対し,「BCGな し」群は77.7:31.4%で あつた。す

なわち,性 別にみても両反応陽性率の差は 「BCGあ り」

群 よりも 「BCGな し」群のほ うが大きかつた。これ ら

の点は,既 往にBCG接 種歴を有するものは,し か らざ

るものに比しD抗 原に反応しやすいことを示 している。

b)　年令階級別にみた両反応陽性率の比較:調 査対象

の うち,35年 調査時の成績が明らか な1地 区 の住 民

2,001名 について,BCG接 種 の既往別に両反応 の平均

陽性率を求めると,「BCGあ り」群950名 では,ツ 反応

陽性578名(60.8%),D反 応陽性511名(53.8%)で

あ り,「BCGな し」群1,051名 では,ツ 反応 陽性996

名(94.7%),D反 応陽性410名(39.0%)で あつた。

Fig. 4. Positive Rate to Tuberculin and 

Dharmendra's Antigen in Each Age

 group by Previous History

 of BCG-vaccination

すなわち,BCG接 種の既往別 にみた 両反応

の平均陽性率の差は,全 対象でみた場合より

も 「BCGな し」群では顕著に大きかつた。

次に,35年 調査時の年令階級別 に この同

一対象2 ,001名 の両反応陽性率(39年 調査)

を比較すると,図4に 示すごとく,ツ 反応陽

性率はA曲 線を,D反 応陽性率はa曲 線を描

き,い ずれも双峰型であつた。そこで両反応

における陽性者の既往のBCG接 種歴をしら

べ,「BCGな し」群について年令階級別に全

被検者に対する両反応の陽性率を求めると,

ツ反応ではB曲 線,D反 応ではb曲 線が得 ら

れた。したがつて,「BCGあ り」群にこおける

年令階級別にみた両反応の陽性率の4年 間に

おける動きは,ツ 反応ではA,B両 曲線の,

またD反 応ではa,b両 曲線の差が占める部分によつて

表わされることになる。

以上のごとく,39年 調査時の成績を 解析 して得 られ

たツ反応とD反 応との関係か らみて,35年 調査時 に は

a,b両 曲線で示されたものが,BCG接 種 の影響を受け

て39年 調査時にはA,B両 曲線の関係に変わつた と考

えてよいようにご思われる。

年令階級別にみたツ反応 とD反 応 との陽性率の関係を

既報の各町村にこおける調査成績 と比 べると,B:b曲 線

の関係はかつてBCG接 種を受けたことのないS村 住民

における両反応の陽性率曲線(第1報)と 同じであり,

またA:a曲 線の関係は離島4町 におけ る両反応の陽

性率曲線(第2報)と 同じであつた。 したがつて,離 島

4町 でみ られた両反応陽性率 の 関係は,BCG接 種前にご

はS村 住民にみられた と同様の関係にあつたものが,主

として若年令層に行なわれたBCG接 種 の影響を受けて

変形を来たしたものとして説明することができよう。

c)　両反応の反応値の相関:35年 調査時の成績 が 明

確にされているもののみについて,D反 応の大きさとツ

反応の大きさとの相関をBCG接 種 の既往別 に比 較 し

た。 「BCGあ り」 群950名 の大多数は29才 以下,と

くに19才 以下のものであ り,「BCGな し」群1,051名

の大多数は20才 以上のものであるため,年 令をそろえ

て両群間の比較を行な うのは 困難である。 そこで,全

年令層を含む被検者について両群における両反応の相関

を比較すると,表2に 示すごとくである。「BCGあ り」

群では大多数のものが両反応のほぼ中央に点在 し,相 関

係数r=0.60541で,比 較的高い相関を示が,「BCGな

し」群では大多数のものがD反 応よりもツ反応のほうに

偏在 し,相 関係数r=0.24676で,「BCGあ り」群 より

も低値であつた。

次に,各 群の相関表か らツ反応陽性者中におけるD反

応陽性率を求めると,図5の ごとく,「BCGあ り」群で

Fig. 5. Positive Rate to Dharmendra's Antigen among 

Positive Reactors to Tuberculin in BCG-vaccinated 

and-Unvaccinated Cases
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は578名 中428名(74.1%)陽 性 で あ る のに対 し,

「BCGな し」群では996名 中408名(41.0%)陽 性

であつて,明 らかに 「BCGあ り」群 の ほうが 「なし」

群 よりもD反 応陽性率が高かつた。またこの関係は,性

別,ツ 反応の大きさ別に比較 しても,同 図 に 示 す よう

に,「BCGな し」群よりも 「BCGあ り」群 の ほ うに高

率であつた。

BCG接 種 の有無別にみた両反応の相関関係 について

得られたこれ らの成績は,い ずれもD反 応が結核 自然感

染者よりもいつそ うBCG接 種者に陽性を呈 しやすい傾

向にあることを示 している。

d)　希釈D抗 原による反応の大きさによる比較:D反

応はかなりツ・アレルギーによつて影響を受けるので,

D抗 原による反応の大きさの比較を行な うときには,比

較対象のツ・アレルギーをある程度そろえ,ツ 反応陽性

者のみについて行なつた。

D抗 原の原液,2倍 および4倍 希釈液による反応の大

きさの平均値は,そ れ ぞれ12.12,9.67,お よび7.57

mmで,D抗 原を希釈す るに従つて反応の大きさも小さ

くなる傾向が認められる。

次に,ツ 反応陽性者を既往のBCG接 種の有無別に2

群 に分けてD反 応の大きさの平均値を比較すると,原 液

使用時(ツ 反応陽性者3,389名)に は 「BCGあ り」群

15.25mm,「BCGな し」群10.33mmで あ り,2倍 希

釈液使用時(ツ 反応陽性者1,695名)に は 「BCGあ り」

群11.53mm,「BCGな し」群9.22mm;4倍 希 釈液

使用時(ツ 反応陽性者1,243名)に は 「BCGあ り」群

9.36mm,「BCGな し」群6.95mmで あつた。すなわ

ち,2倍 および4倍 希釈液を用いた場合でも原液を用い

たときのD反 応の大きさと同様に,D反 応の大 き さは

Table 2. Correlation between the Size of Reaction to Dharmendra's Antigen and to 
Tuberculin among BCG-vaccinated and Unvaccinated Cases (results obtained in 1964)

 BCG-vaccinated cases r=0.60541
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BCG-unvaccinated cases γ= 0.2 4 6 76

「BCGな し」群よりも 「BCGあ り」群のほ うが大きか

つた。

3)　 ツ反応陰性者におけるD反 応の陽性率

D反 応は被検者が有するツ ・アレルギーと密接に関係

す るので,D反 応の成績によつてらいの感染状態をしら

べ るには,ツ 反応陰性の被検者におけるD反 応の陽性率

によつて検討する必要があろ う。そこで,39年 調査時の

被検者の うち,ツ 反応値が4mm以 下 のもの1,118名

を しらべると,D反 応陽性者は76名(6.8%)で あ つ

た。 しかし,ツ 反応陰性者は必ず しもBCG未 接 種者と

は限 らないか ら,こ れをBCG接 種 の既往別に分析した

ところ,「BCGあ り」群では501名 中66名(13.2%)

陽 性,「BCGな し」群では617名 中10名(1.6%)陽

性 とな り,明 らかにご前者に高率であることが示された。

このことか らも,前 報で考察したように,一 般検診に用

いられる濃度のツベルクリンに対して反応が陰性のもの

の中にも,既 往のBCG接 種によるツ ・アレルギーが残

存 しているものが含まれてお り,か かるものがD抗 原に

対して陽性の反応を示 したと考えることができるのであ

つて,D反 応陽性者の解釈には,ツ ・アレルギー,と く

にBCG接 種の既往を常に考慮する必要のあることを示

唆すると考えられる。

総括および考察

健康人におけるツ反応の反応値とD反 応のそれとの間

に高い相関が認められることは,柳 沢 らが 報告 した3)4)

とお りである。しかし,こ の調査対象は小 ・中学生のみ

であつたので,昭 和31年 以来全年令層を含む一般住民

についてツ反応検査と同時にD反 応をもしらべ,両 反応

の関係を検討してきた。第1報1)か ら第3報2)ま でに報

告した調査対象は,わ が国でも比較的らい発生の高いと

いわれる離島町村の住民である。

まず両反応の平均陽性率を町村間で比較すると,次 の

ごとくである。過去にBCG接 種が行なわれたことのな
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いS村 住民(第1報)で は,ツ 反応陽性率:D反 応陽性

率は44.2:9.1%(比1:0.21)で あつ た が,BCG接

種 後1年 目に検査 した ときは55.2:21.1%(比1:0.38)

であつた。 これに対 し,調 査数年前から小 ・中学生のみ

に不定期的なが らBCGが 接種され て い る4カ 町住民

(第2報)に おける両反応陽性率の比は,そ れぞれ0町

住民では63.6:35.2%(比1:0.55),S町 住 民 では

39.8:20.8%(比l:0.52),K町 住民では65.3:27.9

%(比1:0.43),T町 住民では70.9:39.6%(比1:

0.56)で,S村 住民における成績よりD反 応陽性率の割

合が高く,か つ被検町村間に差異がみられた。そしてD

反応の陽性率は必ずしもツ反応の陽性率と高い相関にあ

るとはいいえなかつた。

しかし,T町 住民を再調査して得た成績を解析するに

あた り,既 往のBCG接 種歴によつ て 対 象 を2分 し,

「BCGあ り」群と 「なし」群とについ て 両反応陽性率

の比を求めたところ,「BCGあ り」群 で は57.7:49.0

%(比1:0.85),「BCGな し」群では78.2:34.4%(比

1:0.44)と な り,D反 応陽性率は 「BCGな し」群より

も 「あ り」群に高い値を示 した。したがつて,こ れら町

村問にみられる両反応陽性率の比の差異は,各 町村にお

けるBCGの 普及程度の差によるものと思われる。

次に,D反 応の大きさとツ反応の大きさとの相関表を

描いてみると,こ れら5カ 町村住民における成績ではさ

きに柳沢らが報告した3)小 ・中学生における成績のごと

き高い相関はみられなかつた。もしD反 応がBCG接 種

の有無にかかわ りなくツ反応と密接な関係にあるものと

すれば,ツ 反応陽性者中 に おけるD反 応陽性率は80%

以上に達す るはずである。そこで各町村のツ反応陽性者

中におけるD反 応陽性率 を しらべると,BCG接 種歴の

ないS村 住民では18.0%,小 ・中学生 の みにBCG接

種を数年間行なつてきた4カ 町住民 で は62.8～38.5%

を示 し,S村 住民のD反 応陽性率がもつとも低かつた。

また4町 の住民の うち,BCG接 種 によるツ反応陽性者

が大部分を占める小 ・中学生と,結 核感染によるツ反応

陽性者を主 とす る30～69才 のものとについて,ツ 反応

陽性者中におけるD反 応の陽性率を比較す ると,小 ・中

学生の陽性率:30～69才 のものの陽性率 は,O町 では

67.8:39.9%,S町 では54.6:42.1%,K町 では54.7:

32.9%,T町 では78.1:42.6%で いずれの町でも小 ・

中学生のほうが30～69才 のものより高率であつた(第

2報)。 これに対 し,S村 住民のみは13.6:19.1%で,

小 ・中学生よりもむ しろ30～69才 のものにやや高率で

あつた(第1報)。

以上のごとき成績から,BCGがD反 応 に 強く影響し

ていることが考えられる。そこで,T町 住民を再調査し

た機会に,既 往のBCG接 種歴によつて対象を2分 し,

各群についてD反 応の大きさとツ反応の大きさとの相関

を求めると,上 述のごとく 「BCGあ り」群では 「なし」

群に比しより高い相関を示すことが明らかとなつた。ま

たツ反応陽性者中におけるD反 応陽性率を比較しても,

「BCGあ り」群のほ うが 「なし」群よりも高率 であつ

た。さらにツ反応陽性者についてD抗 原の希釈液による

反応の大きさの平均値を比較したところ,2倍 および4

倍希釈液による反応においても,原 液による反応の場合

と同様に 「BCGあ り」群のほうが 「なし」群 よりも大

きい反応値を示していた。以上の成績はD反 応が結核感

染者よりもBCG接 種者において陽性に現われやすい傾

向にあることを示している。

次にご,5カ 町村住民にこおける両反応の年令階級別陽性

率をみると,次 の2種 に大別することができる。

a)　両反応の年令階級別陽性率は平行せずに,両 者の

開きが年令の増加に伴つて次第に著 しくな る場 合(S

村)。

b) 20才 までは両反応の陽性率はほぼ 平行するが,

20才 以後になると両者の開きがかな り著明にみ られる

場合(T,O,S,K町)。

そこでT町 住民について再調査を行なつたさいに,両

反応の年令階級別陽性率を対象のBCG接 種 の有無別に

分けて検討を加えた。その結果は上述のごとくで,「BCG

な し」群における年令階級別両反応の陽性率の関係はS

村住民における関係 と同一の型であることが明らかにさ

れた。したがつてT,O,S,K町 で得 られた両反応陽性

率の関係は,BCG接 種前にはS村 住民 と同 じ関係にあ

つたものが,数 年前か ら行なわれ始めたBCG接 種 の影

響を受けて変型を来た した と考えてよい と思われる。そ

してT,O,S,K4町 間にみられる差はBCGの 普及程度

の差によつて起こつたものと解釈することができよう。

すなわちS村 にみ られた年令階級別両反応の陽性率の関

係は基本型であり,BCGが 広 く接種 されるようになる

と,D反 応 とツ反応 との相関はかな りの高年令層におい

ても高 くなることが推測される。

結 論

5カ 町村の住民についてD反 応 とツ反応 との関係をし

らべた成績(第1,2報)に よると,両 反応の陽性率の

開きは性には関係なく,調 査対象の年令による差によつ

て大きく影響されていることを知つた。そこで初回調査

後4年 目に再調査を行なつたT町 住民で得た成績を解析

した。すなわち再度にわたる調査によつてBCG接 種歴

が明確にさているものについてD反 応 とツ反応 との関係

を しらべた ところ,D反 応陽性率は結核感染者における

よりもBCG接 種 者により高くみられることが明らかに

された。そして,こ れら5カ 町村住民の調査成績にみら

れた両反応の年令階級別陽性率の差異は,BCG接 種 の

普及程度の違いにごよるものであることが確認された。
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